




ボーディルチ: (地面に唾を吐いて) 何を言っているのか｡ 比べ




インド人にとって, 人間の幸せと不幸せはそれまでの ｢行い｣ (karman/
業) に帰せられる｡ それまでの ｢行い｣ の ｢報い｣ (phala/果) として,
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仏教で死は身体のみにかかわることであって, ｢心｣ (/識) にか






う表現はあっても, この世に生きている人間について ｢不死｣ (amr
・
ta) が
語られることは決してない｡ ヴェーダ時代の古い文献に ｢不死｣ に当たる
語が用いられる例を見かけるが, その場合は文字通りの ｢不死｣ を意味す
るのではなく, 人間の寿命限界と考えられた ｢100歳｣ を指すに過ぎない｡2)
ちなみに, あらゆるものの永続性を否定する仏教では, インドラ (indra)





































って来た時に, 前世の記憶を取り戻す｡ そして, これはバーイシャジャグ















イシャジャグルを熱心に礼拝すると, この ｢超自然力｣ が授けられて, 並
の者が前世を思い出すという奇跡が起こるのである｡
長らく重い病でひどく苦しんでいた人が死んで, その者の ｢心｣ が地獄
(naraka) へ行き, 再び人間の世界に帰って来る｡ そして新しい人生では,
バーイシャジャグルのお陰で, 前世の自分を思い出して後悔の念に駆られ,
今度こそは ｢悪い行い｣ (karman/悪業) を避けて ｢善い行い｣











その人は最高の ｢真理の主｣ であり, 毒の害を取り除く人であ
る｡7)
[要約] ある人が毒矢に射られると, 激しい痛みを感じる｡ 身内
の者たちに呼ばれた医者がやって来て, 傷の周囲をメスで切り取る
と, 激しい痛みを感じる｡ 探り針を使って医者が矢を探ると, 激し
い痛みを感じる｡ 医者が矢を引き抜くと, 激しい痛みを感じる｡ 医

















玄奘 (602664) は650年に 『バーイシャジャグルスートラ』 を中国語
に訳しているが (『藥師琉璃光如來本願功徳經』), そこで ｢地獄へ行って
いた者が帰って来る話｣ は次のようになっている｡
或は是の處に彼の識の還るを得る有り｡ 夢中に在るが如く, 明了
に自ら見む｡ 或は七日, 或は二十一日, 或は三十五日, 或は四十九
日を經て, 彼の識の還る時, 夢より覺むるが如し｡9)
死者の ｢心｣ は元の身体に帰るのではなく, 元いた人間の世界に帰るの
である｡ そして前とは別の身体に入る｡ 一つの身体に二つの ｢心｣ が宿る
ことはないので, 次の侵入先は受精直後の胚である｡ 地獄に住む者の身体












再び人間の身体に ｢心｣ が移転すると, バーイシャジャグルは特殊な超
自然力を備えさせて, 前世のことを思い出すことができるようにしてやる｡









い｡ しかしながら, 中国人にとって ｢心の移転｣ は極めて馴染みにくいも
のであり, 一方で不死は馴染み深い話題である｡ 蘇生は憧れの的であろう｡
玄奘はテキストにない語句を補って ｢心｣ の帰る場所を人間世界と特定す





さえ, ここで玄奘の文章を ｢蘇生する｣ と受け取っている｡ バーンボーム
(Raoul Birnbaum) は,10) この ｢死者の心がヤマの所から帰って来る話｣














すでに述べたように, 『バーイシャジャグルスートラ』 の玄奘訳 (『藥
師琉璃光如來本願功徳經』) で,“或は是の處に彼の識の還るを得る有り”




來に歸依し, 諸の衆僧を請じて, 此の經を轉讀せしめ, 七層の燈を
然し, 五色の續命神旛を懸けば, 或は是の處に彼の識の還るを得る
有り｡ 夢中に在るが如く, 明了に自ら見む｡14) ＋ [或は七日, 或は







ブッダに礼拝する際に, インド人は灯 () や旗 (dhvaja) を供える
習慣があるが,15) ここでは旗 (五色の神旛) の機能が ｢續命｣ にあると言








インドでは, 人が死ぬと ｢心｣ が身体を離れ, 他の身体に移る｡ すなわち,
縁もゆかりもない女または雌の胎内に侵入して, 胚の発生に関与する｡ 元
の身体に帰ることはないのである｡ それに, 死体は直ちに焼いて, 骨は川
に捨ててしまうから, ７日ないし49日経って帰って来ても, 戻るべき身体
はないのである｡






いられている｡ この語が指すのは ｢変えて読むこと｣, すなわち ｢[声の高
さや長さや強さを]変えながら読むこと｣/｢メロディーを付けて唱えるこ
と｣ である｡ このように経典の読む習慣はインドになく,16) これは中国で







よると, 死人の魂を救済したり不死を得たりするために, 『度人經』 を朗
読するという｡ 正月には死んだ人の霊魂を救うために, 七月には自らが不
死になるために, そして十月には ｢帝王・國主・君臣・父子｣ の幸せのた
めに, 『度人經』 を朗読するという｡
道に言ふ｡ ｢正月の長齋に, 世の亡魂を上ぐる爲に是の經を誦詠
す｡ …… 七月の長齋に, 是の經を誦詠して, 身, 神仙を得｡ ……
十月の長齋に, 帝王國主君臣父子の爲に是の經を誦詠す｡ ……｣
と｡17)






を修飾する“五色”18) は, インドの文献には見かけないもので,19) 中国の
文化伝統に根差す表現である｡20) ｢五色續命神旛｣ は延命効果をねらった
呪術シンボルであり, ｢七層之燈｣ もそうであるらしい｡21)
このように, 玄奘訳の中国語文に見られる ｢藥師琉璃光如來｣ への ｢歸
依｣ は複合儀式であり, この複合呪術パフォーマンスの一環として行われ







り所とし, このブッダに礼拝するであろう” 22) となっているだけで, ｢轉
讀｣ もなければ ｢燈｣ をともすこともなく, ｢旛｣ を掲げることもない｡
｢續命｣ を図る複合呪術への言及などどこにもないのである｡





ところで, 玄奘が 『バーイシャジャグルスートラ』 を翻訳したのは
650年であるが, すでにその35年前に同じ文献が翻訳されている｡ 615年に
完成したダルマグプタ (dharmagupta/達摩笈多 ?619) 訳 『藥師如來本願
經』 がそれである｡ この訳では問題の箇所が次のようになっている｡
若し能く此の病人の爲に彼の世尊藥師瑠璃光如來に帰依して, 法




人の ｢神識｣ を ｢迴還｣ させることであった｡ ｢廻還｣ する場所が明示さ
れていないが, 次に“夢から覚むるが如く”とあることから見て, ｢元の
身体｣ であるのは明らかである｡ この点については, 行矩が不満を感じた












分の“神”は ｢天に昇った魂｣ を意味する本来の中国語名詞で, 後分の





凡そ, その經旨, 大抵言ふ｡ 生生の類, 皆行業に因りて起る｡ 過














而して, 彼の神識, 或は七日或は二七日乃至七七日を經て, 夢よ
り覺むるが如く, 本の精神を復す｡27)
ダルマグプタ訳 『藥師如來本願經』 では, バーシャジヤグルを供養する
と, しばらく身体を離れていた ｢神識｣ は, やがて ｢迴還｣ して, ｢夢よ



























インドのカニャークブジャ () のサンガで出家した｡ 東トルキ
スタンを旅行した後, 590年に中国へ行った｡ 最初は長安でジュナーナグ
プタ (	闍那崛多) と共に働き, 606年には煬帝が洛陽に創立し
た翻訳館に移った｡ 619年に死ぬまでに７部32巻の翻訳に関与して, 隋を




れる｡ ところがダルマグプタ訳 『藥師如來本願經』 で, ７日, 21日, 35日







































６世紀初頭に僧裕が編纂した 『出三藏記集』 によると, 『灌頂經』 に編











義淨訳 『藥師琉璃光七佛本願功徳經』 (707年) に見られる呪文と呪術32)












『バーイシャジャグルスートラ』 には, このような ｢不時の死｣ が９種
挙げられている｡  ｢医者が薬を持っていなかったので軽い病気で死ぬ場
合｣,  ｢王の刑罰を受けて死ぬ場合｣,  ｢放蕩で衰弱死する場合｣, 
｢焼け死ぬ場合｣,  ｢溺れ死にする場合｣,  ｢猛獣に食い殺される場合｣,




までの ｢行い｣ の ｢報い｣ として決定された寿命が満ちる前に唐突に起こ




































宿王華よ｡ 汝, 當に神通の力を以て是の經を守護しべし｡ 所以は
何ぞ｡ 此の經は則ち閻浮提の人の病の良藥なり｡ 若し人, 病有りて



























式は, 中国語訳では延命呪術に転換され, さらに ｢心の移転｣ (死んだ身





そして, ｢心｣ が新しい身体に取り付く時間限界を示す数字は, 蘇生が起
こるタイミングを示すのに用いられている｡ インドでは７×α日以内に
｢心｣ が次の身体に移るのに, 地獄へ行っていた魂は, ７×α日目に元の
身体に復帰するのである｡
こうして, ｢心｣ が人間の身体に移転する話, バーイシャジャグルにお
陰で記憶が保たれる話は, この世に魂が帰って来る話, 死人が蘇生する話
に変換された｡ ｢行いと報いの対応法則｣ を前提とするインドの話は, ｢不
死｣ を求める人々の住む中国の話に一変するのである｡ そして, どうして
もインドの ｢行いと報いの対応法則｣ に馴染めなかった中国人たちの前で,
ブッダを目指す人々が準備しやすいように側面から助けるバーイシャジャ














あるとすれば, もっぱら ｢ブッダの国｣ (buddha-ks
・
etra/佛國土) にいる






名前に呪縛され, 人間の身体へ ｢心｣ が移転するプロセスを蘇生と読み間




1) 道宣, 『續高僧傳』 6, 『大正新脩大藏經』 50, p. 470, b. 2529: 曇鸞啓白
佛法中頗有長生不死法勝此土仙經者乎 留支唾地曰 是何言歟 非相此也 此方
何処有長生[不死]法 縱得長年少時不死 終更輪廻三有耳 (曇鸞, 啓白す｡
｢佛法の中に, 長生不死の法の此土の仙經に勝る者, 頗る有りや｣ と｡ [菩提]
留支, 地に唾して曰ふ｡ ｢是れ何の言ぞや｡ 相ひ此ぶるに非るなり｡ 此の方,
何処にか長生不死の法有る｡ 縱ひ長年を得て少時死せずとも, 終に更に三有
に輪廻するのみ｣ と｡)
｢三つの世界｣ (三有/三界) とは ｢欲望のある世界｣ (	/欲










Chowkhamba Sanskrit Series 96, pp. 765766 (10.1.5.4),
p. 774 (10.2.6.8)
3) 1, ed. Trenckner, London, 1888, p. 167.
ibid., p. 169.
4) Saunderananda 17, ed. Jonston, Lahore, 1928, pp. 125133
5) 
・
 !!"#!!, ed. N. Dutt, Calcutta, 1939, p. 25:

























6) 722, ed. H. Oldenberg. London, 1883, p. 72: 	
		jinno 	mama  		
・
 	sabbalokatikicchako.






8) !"#$%#&'2, 105 Sunakkhattasutta, ed., R. Chalmers, London, 1898,
p. 260: van
・





































外科医 (salla-katta) になぞらえられる｡ ここで傷は ｢感覚器官｣
(ajjhattika 	) に比せられ, 毒は ｢無知｣ (	) に, 矢は ｢欲望｣
(
・
 	) に比せられる｡ そして, 外科医が使う探り針は ｢意識の持続｣
(sati) に, メスは ｢叡知｣ (
	) に比せられる｡
9) 玄奘譯, 『藥師琉璃光如來本願功徳經』, 『大正新脩大藏經』 14, p. 407, b.
2225: 或有是處彼識得還 如在夢中明了自見 或經七日或二十一日或三十五
日或四十九日 彼識還時 如從夢覺
10) R. Birnbaum,“+	on the Merits of the Fundamental Vows of the Seven
Buddhas of Lapis Lazuli Radiance, the Masters of Healing,” The Healing
Buddha, Boston, 1989, pp. 173217.
11) ibid., p. 165: then that person’s consciousness may be returned to his body
[immediately].
12) 五来重, ｢仏教経典から見た薬師信仰｣, 『薬師信仰』, 東京, 1986, pp. 9
10.




ibid., p. 363, 訳注 ad loc.: 一旦死んだ者が再び蘇生してくるという冥
界遍歴譚は, 中国およびわが国では相当に多いが, インドではめずらし
い｡
14) 玄奘譯, 『藥師琉璃光如來本願功徳經』, 『大正新脩大藏經』 14, p. 407, b.
1929: 時彼病人親屬知識 若能爲彼歸依世尊藥師琉 璃光如來 請諸衆僧轉讀








ed. Kern & Nanjio, St.-1909, 16

・
 !p. 337, 67: …… "#$ ! ・%
$&$&'(! ()
・
)*!))&$&!"#&  ($* !
……‖
16) Sylvain +! “Sur la )  primitive des textes bouddhiques,”Journal
Asiatique, 1915, pp. 401447.
17) [『度人經』,] 『[元始无量]度人[上品妙]經四注』 1, 『道蔵』 (文物出版社,
1987), 2, p. 197, a.1516: 道言 正月長齋 誦詠是經 爲上 世亡魂 ……; b.23
(七月長齋 誦詠是經 身得神仙 ……; c.36: 十月長齋 誦詠是經 爲帝王國主
君臣父子 ……)
『度人經』 のテキストは, 『道藏』 第１巻にも 『[靈寶无量]度人[上品
妙]經』 として収められている｡ 『四注』 に挙げられているテキストの方
が簡潔なので, これを使った｡
18) 黄・青・赤・白・黒をまとめて“五色”または“五采”というのは中国の
習慣である｡ 例えば, ｢五方｣ (上, 東, 南, 西, 北) の天帝には ｢五色｣ が
対応し, 香の煙の昇る方向によって, どの天帝が降りて来るか分かる仕組み
になっている｡
『太上靈寶五符序』 下, 『道蔵』 6, p. 336, c.58: 氣正上者 中央黄帝
先降 氣東流者 青帝先降 氣南流者 赤帝先降 氣西流者 白帝先降 氣北
流者 黒帝先降 (氣, 正に上らば, 中央の黄帝, 先づ降る｡ 氣, 東に流
れば, 青帝, 先づ降る｡ 氣, 南に流れば, 赤帝, 先づ降る｡ 氣, 西に流
れば, 白帝, 先づ降る｡ 氣, 北に流れば, 黒帝, 先づ降る｡)
19) インド文献の中国語訳に“五色”という表現がないわけではない｡ 例えば,





念) が４世紀の後半に訳した 『佛説長阿含經』 第７巻 (『弊宿經』) には,
“五色青黄赤白”とかいう表現が見られる｡




て, 五色, 青黄赤白, 細, 長短を識




















｢黒, 白｣ と ｢青, 黄, 赤, 鮮やかな赤｣ を合わせると ｢六色｣ であるが,
｢赤｣ と ｢鮮やかな赤｣ の区別を無視して ｢五色｣ とするのであろうか｡ 中
国語訳にはもともと“黒”があったと思われる (｢五色青黄赤[黒]白｣)｡
20) 中国では木・火・土・金・水の５要素が天地を構成すると考えられていて,
この ｢五行｣ のアイデアは南北朝時代 (420589) から中国語仏教文献に取
り入れられるようになった｡ 『佛説佛醫學經』 では,“地水火風の４要素が身
体を構成し, その調和が破れると404種の病気が起こる”と言われる (『大






った｡ 毎年, 正月の満月の夜, 数知れない灯火を灯して, 人々は夜通し町中
を歩き回ったという (大谷光照, ｢唐代仏教の儀礼｣ 2, 『史学雑誌』 46.11,
1935, pp. 9293)｡ ブッダへの供物としての灯火が中国で呪術の小道具に転
換されたのは, このような文化背景があったからであろうか｡
｢延命のための燈明｣ は中国で密教の儀式にも採用されたらしく, 日本の
真言宗と天台宗に伝わっている｡ 『別尊雜記』 は承安年間 (11711175) に
成立した日本文献で, 編纂者の心覺 (11171180) は三井寺で教育を受けた
後で真言宗に移り, 広く先行文献を調べて仏像とマンダラを集録し, 解説を
加える際には中国に溯る口頭伝承にしばしば言及している｡
心覺, 『別尊雜記』, 27, 『大正』, ｢圖像｣, 3, p. 271, c.1112: 口傳云
四十九燈事 輪燈一基有七層 毎層各燃七層 七七四十九燈 高六尺許也
(口傳に云ふ｡ ｢四十九燈の事, 輪燈の一基に七層有り｡ 毎層, 各
それぞれ
七七
燈を燃やす｡ 七七, 四十九燈なり｡ 高さ, 六尺許
ばかり
なり｣と｡)
｢七層燈｣ は, 車輪状の燭台を７重に重ねたものであり, 各層の燭台にそ
れぞれ７個ずつ火を点けると, ｢燈｣ の総数は49になる｡ これは明らかに中
国の薬師呪術の伝承を伝えていて, 『藥師瑠璃光如來本願功徳經』 の記述と
もよく一致する｡
玄奘譯, 『藥師瑠璃光如來本願功徳經』, p. 407, c.79: 讀誦此經四十
九遍 然四十九燈 造彼如來形像七躰 一一像前各置七燈 一一燈量大如車
輪 (此の經を讀誦すること, 四十九遍｡ 四十九燈を然せ｡ 彼の如來の形




６世紀の初頭に成立した僧祐の 『出三藏記集』 は, 第12巻がインデック
ス集であり, その第７ (｢法苑雜縁原始集目録｣) は ｢雜項目出典インデック
ス｣ とでもいうべきもので, ｢由来を知らずに僧侶たちが実践していること｣
を挙げて, 一つ一つの出典を明らかにしてている｡ その中に ｢七層燈/五色
旛｣ という項目があり, 出典として 『灌頂經』 [12] (伝シュリーミトラ訳
『バーイシャジャグル』) が挙げられている (僧祐, 『出三藏記集』, 『大正新









































23) 逹摩笈多譯, 『藥師如來本願經』, 『大正新脩大藏經』 14, p. 403, c.2327:
若能爲此病人歸依彼世尊藥師瑠璃光如來如法供養 得還復 此人神識得迴還
時如從夢覺皆自憶知 或經七日或二十一日或三十五日或四十九日 神識還已
24) 『大灌頂神呪経』 12, 『大正新脩大藏經』 21, p. 536, a.2: 其精神還其身中
25) 塚本善隆 (訳注), 『魏書 釋老志』, 東京, 1990, p. 108: 凡其經旨大抵言
生死之類皆因行業而起 有過去當今未來 歴三世識神常不滅 凡爲善惡 必有報
應
26) 『日本靈異記』, 小泉道 (校訂), 1984, 中, 41, p. 200.





















という意味を表さない場合, 前添詞 “sam-” または “prati-” が先行する語






て, 死んだ母親を思い出す) のように, 能動語尾が付く｡]
30) 五来重, op. cit., p. 10: 死後四十九日経ってもインドでは人間は蘇生でき
ると信じていたのかということが問題になる｡
31) 僧祐, 『出三藏記集』 5, ｢新集疑經疑撰雜録｣, 割注 ad ｢灌頂經一卷｣,
『大正新脩大藏經』 55, p. 39, a.23: 此經後有續命法 所以遍行於世

























































































ジャンブ大陸 (-! /$/閻浮提) はこの世界を形成する四つの大
陸の一つである｡ 中央にヒマーラヤ山脈 (!") が東西に走り, そ
の南がインドで, 北が広く南へ行くほど狭くなり, 全体として逆三角形
を成す｡ ヒマーラヤの北に水源がある四つの大河のうち, 二つがそれぞ
れ東と西から出てインドを流れている｡ これがガンジス (・) とイ
ンダス (sindhu) である｡ そして, ヒマーラヤの遥か北に中国 (1//支
那 [2]) がある｡
36) 鳩摩羅什, 『妙法蓮華經』 23, 『大正新脩大藏經』 9, p. 54.
37) loc. cit., c.2326: 宿王華 汝當以神通之力守護是經 所以者何 此經則爲閻





Indian Transmigration As Converted
into Rebirth in China
Nobuhiko KOBAYASHI
The Chinese, who favored the idea of physical rebirth, were disappointed
when they found references to transmigration in Indian texts. They simply did
not wish their bodies to perish, and were indifferent about the continuity of
their minds.




, it is said that someone’s mind
returns [to the world] after staying in Hell for a while. (玄奘)
translated it as meaning someone’s mind returing to his dead body. He con-
verted the passage into a story of rebirth, and his translation was eagerly
accepted by Chinese readers.
